
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 明日はいよいよ学習発表会です。校内では、展示作品の準備や舞台発表に向けて、練習に取り組む

様子が見られました。それぞれの学年の学習の成果を楽しみにしています。 

副籍交流、続々と実施中です 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校公開【１０月３１日】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御相談は、 電話 042-384-6881、ファクシミリ 042-382-8543 

特別支援教育コーディネーターまでお気軽にお問合せください。 

小金井市・小平市・武蔵野市センター校 

特別支援教育通信 第７号 
令和６年11月 29日 

東京都立小金井特別支援学校 

校長 中島 雄佑 

担当 宮本 優衣 

 2学期に入り、小学部１年生や中学部１年生、転入生の直接交流もスタートしました。実際に行われ

た交流の様子について、いくつかお伝えします。 

【直接交流】 

・「音楽」の授業に参加。昨年までの交流で顔を合わせていた友達が話しかけてくれた。 

・「運動会練習」に参加。なるべく待機時間が短くなるように事前打ち合わせをしたり、ダンスを家で繰

り返し聞いたりして、当日は参加しやすかった。 

・「朝の会」に参加。事前に理解推進授業で本人の紹介等をしてあったことで、クラスの子どもたちが関

心をもち、声をかけてくれた。 

・「学級活動」に参加。用意してくれたカードにイラストが付いていて分かりやすかった。自己紹介シー

トをよく読んでくれている様子も見られた。 

 

その他にも、図工や休み時間、運動会、合唱コンクールの練習等での直接交流を行っています。 

また、交流校の作品展に、本校の授業で作った作品を展示する「作品展での交流（作品展実施校の

み）」も、2学期、３学期を中心に行われています。 

関係機関等職員を対象とした学校公開を行いました。就学前施設、地域の学校、放課後等デイサービ

ス、ショートステイ、相談支援事業所、療育機関等からの申し込みがありました。 

学校紹介ビデオで学校の概要をお伝えした後、3グループに分かれて、1時間弱、校内の施設設備の

説明や、各学年の授業を参観していただきました。 

「日頃関わっているお子さんたちの学校での様子を 

見られてよかった。」「児童・生徒数が増加していく中 

で、教室や環境への工夫を見ることができた」「普段 

の送迎時にはあまり話をする時間がないので、実際に 

学校での様子を見ることができ、とても参考になった。」 

「学校での様子を参考に、支援を進めていきたい。」など 

の感想がありました。 


